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セミナー内容に
ついての

お問い合わせ

g-plus@yoshida-dental.co.jpG - P LU S会員登録や
セミナー受講方法の
お問い合わせ

ヨシダのホームページより
お申込みください。お申込み

九州支店（担当：藤﨑）
TEL.092-715-1435 平日 10:00-17:30

※メールでの受付・回答のみとさせていただきます。
※お問合せは順次対応させていただきますが、状況により回答まで
お時間をいただくことがございます。予めご了承ください。

https://www.yoshida-dental.co.jp

ヨシダ
スマホからは
QRで簡単アクセス

10:00 16:0010 25 sun2026.

株式会社ヨシダ 九州支店 4F
〒810-0074

会場

開催日時

5,500円（税込・昼食付）
内訳：受講料5,000円（税別）＋ 消費税500円 10%対象

受講料

50名定員
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特設サイト

セミナーの詳細やお申し込みは、特設サイトを
ご覧ください。右の二次元コードから簡単に
アクセスできます。

福岡県福岡市中央区大手門3-2-5

販売名：スプリントレイ プロ2 3Dプリンタ
販売名：スプリントレイ マイダス 3D プリンタ

一般的名称：歯科技工室設置型コンピュータ支援設計・製造ユニット
一般的名称：歯科技工室設置型コンピュータ支援設計・製造ユニット

届出番号：13B1X00005000267（一般）
届出番号：13B1X00005000270（一般）　

製造販売元：株式会社ヨシダ 東京都台東区上野7-6-9
製造販売元：株式会社ヨシダ 東京都台東区上野7-6-9
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歯科医療の進化を支える3Dプリンター
-幅広い臨床応用と実践的アプローチ-

歯科臨床におけるデジタルワークフローの進展により、口腔内スキャナーを起点とした
補綴装置製作の重要性が高まっています。3Dプリントは院内で工程完結が可能であり、
形態再現性と設計自由度に優れています。一方で材料強度や新規材料導入の課題は残り
ますが、効率化を通じ歯科技工士不足への対応が期待されます。
本講演では、3Dプリントの基本的フローを整理するとともに、幅広い臨床応用が可能な
SprintRay Pro 2の特長を中心に、補綴装置製作における有用性と設計・設定の要点に
ついて解説いたします。

吉田 茂治   先生

埼玉県さいたま市
パークサイドデンタルオフィス
院長

Dr. Shigeharu Yoshida

SprintRay MIDASが変える1Day Treatment の新解釈
-プリンティング・ミリングの適材適所-

植田 愛彦  先生

福岡県北九州市
愛デンタルクリニック 院長

Dr. Naruhiko Ueda

前畑 香   先生

神奈川県葉山町
ナカエ歯科クリニック 院長

Dr. Kaori Maehata

小池 軍平  先生

神奈川県横須賀市
小池歯科医院 院長

Dr. Gunpei Koike

ミリングとプリンティングにはそれぞれが優れた点があり適材適所があります。
SprintRay MIDASを導入した新たな市場の開拓や、アナログのダイレクトボンディング
とデジタルのミリング・プリンティングの比較、スキャナーやデザインソフトの組み合わせ
の活用法について、1Day Treatmentを中心に、10年以上の自由診療専門の見地から
講演します。

SprintRay Pro２は全部床義歯治療に応用できるのか？

3Dプリンターの進化により、歯科領域における補綴装置製作のデジタル化が加速して
います。なかでも全部床義歯への応用は注目される一方で、材料特性や適合精度などの
課題も残されています。本講演では、SprintRay Pro 2を用いたプリントデンチャーの
製作フローと臨床応用例を提示し、全部床義歯治療への適応可能性について検討する
とともに、設計および造形条件が臨床成績に与える影響について考察します。

SprintRay MIDASが切り拓く院内補綴の新標準

従来、歯冠修復は加工機による削り出しが常識でした。しかし近年、3Dプリンターの台頭
と材料の飛躍的進化により、“歯冠をプリントする”という新たなコンセプトが現実味を
帯びてきました。現在は単冠修復が中心ですが、SprintRay MIDASはプリント工程を1つ
のカプセルに統合した製作が可能です。
本講演では、IOSの豊富な臨床経験をもとに、加工機とプリンターの役割の違いと
今後の展開を考察します。


